
第 4 章

今後10 年間の施設整備

4 -1　 具体的な取組

4 -2 　 施設整備目標
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課　 題

水源の適切な確保取組1

＜都の保有水源量＞ ＜課題を抱える水源＞

第
４
章

第4章 今後1 0 年間の施設整備

第
４
章
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施設整備の方向性

1 0 年間の取組

＜貯水池のし ゅん渫状況＞

提供：（ 独） 水資源機構

＜ド ローンによる貯水池堤体の点検＞

安全で高品質な水の安定供給 ～水源の適切な確保～

第
４
章

第
４
章
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課　 題

導水施設の二重化・ 更新取組2
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耐震継手管等 53 km (53% )

非耐震継手管等 39 km (39% )

その他（ 暗渠等） 8 km (8% )

計 100 km (100% )

（ 年度）

＜完成年度別布設延長（ 導水施設） ＞

＜導水施設の被害（ イメ ージ） ＞

施設整備の方向性　

第
４
章

第4章 今後1 0 年間の施設整備
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【 小河内貯水池】施設整備の目標

1 0 年間の取組

＜導水施設の二重化・ 更新の概略図＞
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（ 仮称）
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安全で高品質な水の安定供給 ～導水施設の二重化・ 更新～

第
４
章
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課　 題

浄水場（ 所） の更新・ 覆蓋化取組3

施設整備の方向性　

＜建屋型による覆蓋（ イメ ージ） ＞

第
４
章

第4章 今後1 0 年間の施設整備
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1 0 年間の取組

＜整備、 更新する浄水場（ 所） の位置図＞

整備、更新する浄水場（ 所）

小河内貯水池

山口
貯水池

村山
貯水池
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朝霞

三園

三郷

金町

長沢
砧下

小作

砧

安全で高品質な水の安定供給 ～浄水場（ 所） の更新・ 覆蓋化～

第
４
章
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課　 題

送水管のネッ ト ワーク 化・ 更新取組4

施設整備の方向性　

施設整備の目標

＜完成年度別布設延長（ 送水管） ＞
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耐震継手管等 270 km (43% )

非耐震継手管等 360 km (57% )

計 630 km (100% )

第
４
章

第4章 今後1 0 年間の施設整備
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1 0 年間の取組

施策 施設名、 具体的取組 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

工施査調度全健

送水管の

ネッ ト ワーク 化

送水管の更新
和泉淀橋線

[図中⑨]

城北線（ 上流部）

[図中⑩]

調査・ 設計

多摩南北幹線（ 仮称）

[図中①]

第二朝霞上井草線（ 仮称）

[図中②]

新城南幹線（ 仮称）

[図中③]

砧上線

[図中⑪]

町田線

[図中⑦]

立川線

[図中⑧]

新青山線（ 仮称）

[図中⑥]

境浄水場関連送水管

[図中⑤]

上流部浄水場（ 仮称）

関連送水管[図中④]

その他 送水管

＜送水管のネッ ト ワーク 化・ 更新の概略図＞

④
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②⑩

⑦

⑪

③ ⑥
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上流部
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川
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境
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三郷

金町

給水所（ 点線は新設予定））定予設新は線点（）所（場水浄

三園

送水管（ ネット ワーク 化） 送水管（ 更新） 送水管（ 既設）

⑨

砧
砧下

長沢

安全で高品質な水の安定供給 ～送水管のネッ ト ワーク 化・ 更新～

第
４
章
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課　 題

給水所の新設・ 拡充・ 更新取組5

施設整備の方向性

施設整備の目標

○

○

○

○

○

○

○

○

第4章 今後1 0 年間の施設整備

第
４
章
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＜新設・ 拡充・ 更新する給水所の位置図＞

1 0 年間の取組

小作

給水所

浄水場（ 所）

小河内貯水池

山口
貯水池

村山貯水池

送水管

給水所（ 新設） 給水所（ 拡充） 給水所（ 更新）
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（ 仮称）
上北沢

（ 仮称）

新玉川
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王子
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代々木（ 仮称）代々木（ 仮称）
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深大寺 和田堀和田堀

西瑞江

幸町

小野路 長沢

砧
砧下

東村山

境

朝霞

三園

三郷

金町

安全で高品質な水の安定供給 ～給水所の新設・ 拡充・ 更新～

第
４
章
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課　 題

設備機器の更新取組6

施設整備の方向性　

＜省エネ型ポンプ設備＞ ＜排水処理設備（ 脱水機） ＞

＜平常時の多摩川＞ ＜増水し 濁度が上昇し た多摩川＞

第
４
章

第4章 今後1 0 年間の施設整備
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1 0 年間の取組

安全で高品質な水の安定供給 ～設備機器の更新～

第
４
章
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課　 題

水質対策取組7

＜小作浄水場原水のかび臭原因物質（ 2-M IB※1） 濃度の推移（ 年度別） ＞

＜アンケート 結果（ 水質の満足度） ＞ ＜アンケート 結果（ 不満要因） ＞

第4章 今後1 0 年間の施設整備

第
４
章
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施設整備の方向性　

施設整備の目標

1 0 年間の取組

○

○

○

○

○

○

○

安全で高品質な水の安定供給 ～水質対策～

第
４
章
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課　 題

長期不使用給水管への対応取組8

＜都内の漏水修理件数（ 令和元年度） ＞ ＜給水管漏水（ 舗装へ浸出） ＞

施設整備の方向性　

第
４
章

第4章 今後1 0 年間の施設整備
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施設整備の目標

1 0 年間の取組

＜使用見込みがないまま放置さ れている給水管＞
＜長期間水道メ ータ が
   取り 外さ れている給水管＞

安全で高品質な水の安定供給 ～長期不使用給水管への対応～

第
４
章
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課　 題

直結給水方式への切替促進及び貯水槽水道の適正管理取組9

施設整備の方向性　

＜貯水槽水道の管理状況＞＜直結給水率の推移＞

第
４
章

第4章 今後1 0 年間の施設整備
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＜直結給水方式への切替え（ イメ ージ） ＞

1 0 年間の取組

＜管理状況の確認＞ ＜設置者に対する指導・ 助言＞

安全で高品質な水の安定供給 ～直結給水方式への切替促進及び貯水槽水道の適正管理～

第
４
章
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課　 題

施設整備の方向性　

貯水池及び取水・ 導水施設の耐震化取組1 0

＜村山上貯水池堤体強化の概略断面図＞　

＜村山・ 山口貯水池＞

通

第4章 今後1 0 年間の施設整備

第
４
章
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＜利根導水路大規模地震対策事業＞ ＜三郷浄水場導水路の耐震化
  （ 伸縮可と う 継手の設置） ＞

提供：（ 独） 水資源機構

1 0 年間の取組

様々な脅威への備え ～貯水池及び取水・ 導水施設の耐震化～

第
４
章
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課　 題

施設整備の方向性　

浄水施設の耐震化取組1 1 　

＜浄水施設模式図＞

＜系列ごと の耐震化（ イメ ージ） ＞ ＜沈殿池の耐震化例＞

○

○

系列①

系列②

系列③

沈殿池 ろ 過池 配水池

系列①

系列②

沈殿池 ろ 過池 配水池

系列①

系列②

系列③

沈殿池 ろ 過池 配水池

系列③

第4章 今後1 0 年間の施設整備

第
４
章
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施設整備の目標

様々な脅威への備え ～浄水施設の耐震化～

1 0 年間の取組

第
４
章
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課　 題

施設整備の方向性　

配水池の耐震化取組1 2

＜東日本大震災の余震による配水塔の倒壊（ 岩手県） ＞

出典： 厚生労働省

＜配水池の耐震化例＞
（ 補強前） （ 補強後（ 耐震壁の新設））

○

○

第4章 今後1 0 年間の施設整備

第
４
章
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1 0 年間の取組

施設整備の目標

様々な脅威への備え ～配水池の耐震化～

第
４
章
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課　 題

配水管の耐震化取組1 3

施設整備の方向性　

＜重要施設への供給ルート の耐震継手化（ イメ ージ） ＞

第4章 今後1 0 年間の施設整備

第
４
章
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施設整備の目標

＜管路更新の進め方＞

重要施設への供給ルート
の耐震継手化

取替優先地域の解消

供用年数を踏まえた更新

令和4(2022)年度

令和10(2028)年度

取替困難管の更新

重点的な耐震継手化
供用年数を踏まえ
管路更新を計画的に実施

令和8(2026)年度

重要施設への供給ルート
の耐震継手化

取替優先地域の解消

供用年数を踏まえた更新

令和4(2022)年度

令和10(2028)年度

取替困難管の更新

重点的な耐震継手化
供用年数を踏まえ
管路更新を計画的に実施

令和8(2026)年度

様々な脅威への備え ～配水管の耐震化～

1 0 年間の取組

第
４
章
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課　 題

給水管の耐震化取組1 4

施設整備の方向性　

＜漏水し た塩化ビニル製の給水管＞

第4章 今後1 0 年間の施設整備

第
４
章
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＜私道内給水管の耐震化（ イメ ージ） ＞

施設整備の目標

様々な脅威への備え ～給水管の耐震化～

1 0 年間の取組

第
４
章
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課　 題

自家用発電設備の新設・ 増強取組1 5

施設整備の方向性

　 　 　 　 　 　 　
＜平常時及び停電時の電力供給（ イメ ージ） ＞　

第4章 今後1 0 年間の施設整備

第
４
章
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1 0 年間の取組

施設整備の目標

様々な脅威への備え ～自家用発電設備の新設・ 増強～

第
４
章
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課　 題

風水害・ 降灰対策取組1 6

＜令和元年東日本台風による添架管の流出
（ 玉の内橋）（ 東京都日の出町） ＞

第4章 今後1 0 年間の施設整備

第
４
章
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施設整備の方向性　

施設整備の目標

＜シート 型による沈殿池の覆蓋化（ イメ ージ） ＞

様々な脅威への備え ～風水害・ 降灰対策～

1 0 年間の取組

第
４
章
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第4章 今後1 0 年間の施設整備

第
４
章

課　 題

効率的な維持管理に向けた新技術の導入取組1 7

施設整備の方向性　

＜目視による点検＞ ＜ド ローンを活用し た点検＞
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新技術を 活用し た水道システムの構築 ～効率的な維持管理に向けた新技術の導入～

第
４
章

＜ AI を活用した薬品注入の運転管理（ イメ ージ） ＞ ＜工事で使用するデジタ ル技術＞

1 0 年間の取組

施策

順次

村山上貯水池 順次

施工

実験施設の整備

（ 三園浄水場）

調査・ 設計

施設名、 具体的取組

効率的な維持管理

に向けた新技術の

導入

高分子凝集剤の導入

（ 上流部浄水場（ 仮称） ）

AIを 活用し た

運転管理

三園浄水場

その他の浄水場

デジタ ル化の推進

ド ロ ーン による

監視・ 点検

デジタ ル技術を

活用し た工事
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4 -2   施設整備目標

第4章　 今後1 0 年間の施設整備 ～施設整備目標～

第
４
章


